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　有漢町茶堂、土居地区の境にあり、海抜265mの山頂部にある山城です。備中松山城を最初に

作った秋庭氏のお城であったと言われています。

　頂上部は三段の平坦面からなっており、土塁、二重の堀切など守りを堅めていたことがわかり

ます。
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